
  　　　活動履歴   1 月 18日～ 1月 28日

1.18　〈研修〉日経グロカル　三位一体改革
1.19　〈駅立〉武蔵浦和駅西口
　　   〈研修〉無所属の会…生活保護／図書館
　　   〈研修〉関西学大丸の内講座「日本の財政状況」
1.20　〈駅立〉南浦和駅東口〈会議〉無所属の会
　　   〈懇談〉南区自治連新春懇談会
1.21　〈相談〉市民
1.24　〈駅立〉南浦和駅西口〈懇談〉一柳会
1.25　〈傍聴〉議運・理事会〈懇談〉市民
1.26-27〈視察〉松山市「安全で安心なまちづくり条例」
1.28　〈懇談〉市民
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「諸行無常」という言葉に思い入れがありま
す。仏教用語のこの言葉、読んで字の如く
ですが、「現実の存在は、姿も本質も常に流
動変化するものであり、一瞬と言えども存
在は同一性を保持することができない」こ
と（「「wikipedia」より）。つまり、つくられ
たものは常に変化をしているというもので
す。毎日の生活の中で、この言葉の真実性
を感じることがしばしばあります。自分の
体も心も考え方も、諸行無常です。ところ
でこの言葉、ライブドアの堀江さんの座右
の銘だそうですが、堀江さんを象徴してい
るのかもしれません。ライブドアの事件に
ついては、私の HP 上の「今週の言葉」に
私の考えを記していますので、ご参照いた
だけましたら幸いです。
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■所属会派：無所属の会   ■所属委員会：建設水道／市民生活・安全対策

1971年,旧浦和生まれ。川口北高校卒業。1999年より浦和市議を2年勤め、
3 市合併の際 , 辞職。2003 年さいたま市議に当選。無所属で活動。

2 月議会が始まります。

2 月 14 日（火）からの予定です。
本会議初日、代表質問、各常任委員会
での議案審議、予算特別委員会、本会
議最終日が予定されています。

詳しくは、議会事務局議事課
（048-829-1753）まで。

1 月 26 日午後、市民生活・安全対策
特別委員会の視察に参加。視察先は、
愛媛県松山市。対応は、市民参画ま
ちづくり課職員 2名ほか。

「松山市安全で安心なまちづくり条
例」について、担当職員に説明を受
けた後、質疑応答。以下、その概要。

平成 11 年、番町という地区で若者
200 人が暴動を起こすという事件が発
生。暴走行為や落書きなど、商店街
における若者の暴走は、それまでも
継続してあったが、以前にも増して
看過できなくなった。
そこで、市では H13 年に「まちづく
り市民懇談会」を設置。H14年に施行。

以来、条例に基づく「まちづくり会議」
での議論や住民による「落書き消し
隊」、ガーディアンエンジェルを招く
など、多角的な取り組みを続けている。

その結果、昨年は暴走行為も無くな
り、若者のタムロもほとんど無くなっ
たという。

　この条例の特徴は、若者の暴走行
為を土台としている点である。
若者の行為を諌めるだけではなく、
若者のエネルギーの発散の場として
スケボーや、ストリートライブパ
フォーマンスなどをできる場所を行
政や商店街などが提供したことも、
事件の発生を未然に防ぐことにつな
がっているようだ。

　担当している所管は、
市民参画まちづくり課で職員は 2.5 人
（他の事業も兼務しているため端数）。
警察からの不審者情報をHPに載せて、
情報提供をしている。

　今後の課題は、
・補助金を支出している
   モデル地区自身の活動の自立。
・こうした活動の全市的普及。
・関係団体等の連携。　　　など

での
　「安全安心まちづくり条例」

すでに行政内での立案、市民へのパブ
リックコメントを終え、最終調整段階。
2月の議会に提案される予定。
先に形を作るが、施行後、魂を入れる
べく、協働の中身を作っていく方向性。

視察 市民生活・安全特別委員会
安全で安心なまちづくり条例 

現在人口は約 51万人。
H12　中核市（人口30万以上の自治体）
H17.1.1　周辺１市１町を編入合併

財政規模は全体で約 3200億円、
一般会計は約 1400億円。
自主財源は全体の歳入の 53％。
産業では、観光に力を入れている。
道後温泉は有名だ。

★水不足が過去数年間生じた。
議会にはこの対策のための特別委員
会が設けられた。

現市長の方針
「坂之上の雲」を軸としたまちづくり
を目指す。「坂之上の雲」とは故・司
馬遼太郎の小説で、明治時代を背景と
して松山市に由緒のある人物を描く。

〔松山市HPより〕
司馬遼太郎さんが、正岡子規と秋山兄
弟の 3 人の生き方を通して訴えている
『夢』や『理想』や『目標』を持って、
前向きに行動していく素晴らしさを、
みんなで共有し、そこに込められた作
者のメッセージを主人公達の気概を通
して読み取り、個性のある魅力的なま
ちづくりを市民参加で進めていきます。
　

松山市の概要

http://doih.net
ホームページをご覧ください。


